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＜一人暮らし世帯の増大＞
2015年高齢世帯は約1700万世帯に増加、うち
「一人暮らしの高齢世帯」は約570万人（約33％）
に達し、25年には680万人に達すると推計

０３年 ０４年 ０５年 ０６年 ０７年 ０８年

９０人 ９５人 １０２人 ７２人 １０１人 １１１人

＜常盤平高齢者支援連絡会専門部会＞

＜松戸市の「孤独死」数＞

０４年度 ０５年度 ０６年度 ０７年度 ０８年度 総計

一人暮らし事例数 7 6 3 4 6 26

検討事例数 12 14 9 10 10 55



１人暮らしあんしん電話ー“おたずねフォン”の構成

もしもし、こちら○○内科です。
お元気な方は「＊1」を・・・

回答結果は
パソコン画面
に表示され、
多数の患者さ
んの安否を一
目で確認可能

担当医・医療機関・センター職員・民生委員等が
別途電話などで相談にのる

安否確認
電話システム

＊2 （ちょっと心配）

＊1 （はい、元気です）

＊３ （是非連絡を）

事前に患者さんと約束した日時に
定期的に自動的に電話をかける

複数の音声メッセージが登録可能なので、複数の
医師がそれぞれの患者さんを管理可能
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発信側電話の内容

� もしもし、こちらどうたれ内科診療所の堂垂です。お
元気ですか？これは「一人暮らしあんしん電話」です。

� お元気な方は、今持っておられる受話器で＊の後に
１番を押してください。少し心配で数日中に連絡をし
てほしい方は、同じく受話器の＊の後に２番を押して
ください。もっと心配で早目に相談したいことがある
方は受話器の＊の後に３番を押してください。信号
音の後、ボタンを押してください。

� ありがとうございました。次回の来院をお待ちしてい
ます。
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“おたずねフオン”システムの特徴
発信側の負担が軽度
時間 →あらかじめ録音しておくので複数への電話対応が可能
操作 →コンピューターによる自動発信であり、日々の操作の手間が

かからない

コストは約76を管理し、月６５００円程度

発信側の費用が安価で、維持の労力が少ない

受信側の対応
指示に従って受話器で＊のあとに１,２,３のいずれかを押して安否
を知らせる→手間が簡単で“淡い見守り”で気が楽

受信側にはコストが発生しない

２年間で総額 153,405円

月平均 6,392円
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「（一人暮らし）あんしん電話」の活用例と分類
平均利用者数 74.9人

（07.7～09.12.29 約110週）

電話相談のみ 34回

受診を促す 18回

認知症絡みの方 14回

服薬指導と処方 9回

看護師を派遣 1回

救急手配 1回

ボタン押し間違い 10回

総計 87回

１ 体調の悪いときにタイムリー
な電話連絡により病状悪化を
防いだケースが29例あった。

２ 不安感を訴える方が多く、電
話での相談だけで解決するこ
とが多かった。

３ 33人中、男性は2人だけで
残りは全員女性だった。

４ 認知症の方では、ボタン操作
や交信が難しかった。

５ 同じ人が繰り返して相談して
くるケースが目立った。連絡者人数：33人
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「（一人暮らし）あんしん電話」の活用効果

割合 依頼回答頻度

全体 63回 ２週に１回程度

活用例 29回 46％ 月に１回程度

電話相談のみ 34回 54％ ３週に１回程度

・期間 07.7～09.12.29 実質26ヶ月＝約110週
・平均利用者数 74.9人
・この期間内の 「体調不良」および「要連絡」の
回答総数は８７回、そのうち「有効な回答」は６３回
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全利用者の推移（07年7月～09年12月）

88人, 93%

5人, 5%
2人, 2%

一人暮らし

在宅患者

高齢者夫婦世帯
74人, 96%

2人, 3%
1人, 1%

人数 平均年齢 男性：女性

利用者総数 96人 77.2歳 17人：79人

09年12月末利用者数 77人 77.9歳 13人：64人

離脱者数 19人 76.9歳 4人：15人

離脱者

継続利用者

1人, 5%

3人,
16%

15人,
79%
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施設 認知症 死亡 在宅なので不要 他院管理中 その他

転帰と離脱の原因
（07.7～09.12.31）

うち３人は施設へ

うち１人は娘の

所に転居し同居へ

離脱者１９人の行方人
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“おたずねフォン”の結果

09年9月以後「おたずねフォン」では、回答が正確で安定
したものとなりほぼ完全な安否確認が可能となった。

対象者数：
平均 76.7人
総電話回数：
1151回（以上）
（週１回＆
翌日再電話体制）

09年8月31日
～12月29日

4%

3%

0%
1%

0%0%

問題なし　

受信のみ

応答なし

話中

体調不良

要連絡

誤答

９２％
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本システムの特徴と利点本システムの特徴と利点

①患者さんの孤独感を癒し、「さりげなく定期的に」見守ることに
より、お互いの精神的負担感を軽減して安否確認を行える。

②医療機関への敷居を低くし連絡を取り易い気持ちにさせる。
医療機関に見守られている安心感を提供し、さらに病状の悪
化を手前でくい止められる

②発信側の人手や手間を軽減し、医療機関や介護サービス事
業者・ 行政・地域包括センターが運用可能である。

③低コストで携帯電話も対象とできるので将来性がある。医療
機関・ 介護保険サービス事業者のサービスを拡充でき、「差
別化」を図れる。

④「一人暮らし」や「災害弱者」などの方の重層的見守りで大き
な手段となりうる。また遠隔地の患者さんを見守るツールとも
なりうる。

⑤認知症の患者さんには適していなかった。
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見守る・支える・フォローする

既存の電話回線で一人暮らし高齢者や災害弱者の安否を確認するシステム

■複数の音声メッセージが登録可能ですので、多対多の管理・対応が可能です。
■活用例
１ 診療所・・・かかりつけ医として一人暮らしや高齢世帯の安否を確認でき

サービスが向上します。
２ 病院・・・・・複数の医師がそれぞれ管理している患者さんの安否を独立して

確認可能です。
３ 在宅医療機関・・・在宅医療でのきめ細かな管理や遠隔地の患者さんへの

サービスに使えます。
４ 行政・介護支援事業者・地域包括支援センター・在宅介護支援センター・

地区社協・自治会・町内会・老人会・民生委員等
・・・・・それぞれが関わっている方々の安否確認の手助けになります。

株式会社数理技研［製作・著作：株式会社数理技研／共同開発：堂垂伸治］

おたずねフォン

販売額は50万円程度とリーズナブルな値段



当院の“おたずねフォン”


